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表1　川原遺跡第3次調査遺物観察表1
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27
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土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鉄製品

鉄製品

鉄製品

土師器

陶器

磁器

瓦質土器

瓦質土器

磁器

青磁

銅製品

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

陶器

土師器

小皿

小皿

小皿

小皿

杯

杯

杯

杯

杯

杯

鍋

刀子

刀子

刀子

小皿

椀

皿

丸椀

火鉢

鉢

椀

水注？

古銭

坩堝か？

小皿

小皿

小皿

小皿

皿

小皿

SK02

SK02 No.10

SK02 No.8

SK02　

SK02 No.8

SK02 No.8

SK02 No.8

SK02 No.9

SK02 No.4

SK02 No.5

SK02 No.1

SK02

SK02

SK02　No.1

SX01

SX01

SX01

SX01

SX02　2区

SX02　4区

SＸ02　3区

SX02

SX02　2区

SX04　1区

SX04　4区

SX04　南北ベルト

SX04　1区

SX05

SD01 1区

SD03 1区

遺物
番号

種類 器種 出土地点 形態・技法の特徴 A:胎土　B:焼成　C:色調 備考
法量（㎝・ｇ）

①口径②器高③底径
※（　）は復元・推定

黒色土器
Ａ類

①（7.8）②（0.9）
③（5.4）

体部内外面回転ナデ。底部外
面糸切り。

A:密。B:良好。C:灰褐～橙色5YR6/2～
6/8。

ほぼ完形。底部外面
板状圧痕。

底部外面板状圧痕。

底部外面板状圧痕。

底部外面板状圧痕。

ほぼ完形。底部外面
板状圧痕。

底部外面板状圧痕。

体部内外面スス付着。
ただし頸部外面のみス
ス無し。五徳の痕跡か？

肥前系陶器Ⅱ期。

肥前系染付か？

突帯上部に丸に三
つ巴のスタンプ文
あり。

捏鉢か？

肥前系。18世紀代

外面スス付着。

灯明皿か？

底部内面スス付着。
灯明皿か？

肥前系陶器Ⅱ期、外
面は被熱される。

A:良、白色石粒を含む。B:良好。C:外面灰白
色10YR7/1、内面灰白色10YR7/1～8/2

A:良。　B:良好。　C:内外面浅黄橙色
7.5YR8/6、内面の一部浅黄橙色10YR8/3

A:密。雲母を多く含む。B:良好。C:内外面に
ぶい黄橙～明黄褐10YR7/4～7/6。

A:良、橙色粒子、白色石粒を含む。B:良好。
C:内外面明褐灰色～にぶい橙色7.5YR7/2
～7/4
A:密。　B:良好。　C:灰白色10YR7/1～に
ぶい黄橙色10YR7/3、一部橙色2.5YR7/6
～6/6灰白。
A:黒色粒・雲母を含む。B:良好。C:外面浅黄
橙10YR8/4、一部にぶい黄橙色10YR7/4、
内面浅黄橙色10YR8/3。
A:白色石粒を僅かに含む。雲母多し。密。B:
良好。　C:外面橙色5YR6/6～にぶい褐色
5YR5/4、内面橙色5YR6/6。

A:密。雲母を多く含む。B:良好。C:内外面橙
色7.5YR7/6～7/8。

A:精良、僅かに雲母を含む。B:良好。C:外面
にぶい黄橙色10YR7 / 3、内面灰白色
10YR8/2

A:白色砂粒を多く含む。やや粗。B:良好。C:
外面浅黄橙10YR８/3、内面黄橙10YR8/6。

A:精良。1mm以下の石英粒・白雲母微粒を
わずかに含む。B:良好。C:灰白10YR7/1。

A:1mm以下の石英・長石粒を少量含む。B:
良好。C:外面灰白色10YR8/2、内面黒褐色
2.5Y3/1。

A :精良。B :良好。C :胎土にぶい黄橙
10YR7/2、釉灰オリーブ7.5Y5/2透明釉。

A:精良。B:良好。C:灰白色N8/。釉灰白色
2.5GY8/1。

A:密。B:堅緻。C:褐灰～黒褐10YR5/1～
3/1。

A:きめ細かく精良。B:良好。C:灰白～黄灰
2.5Ｙ7/1～5/1。

A:精良。B:良好。C:胎土灰白色N8/、釉灰白
色2.5GY8/1、透明釉。

A:精良。B:良好。C:胎土灰白色2.5Y8/1。露
胎部橙色7.5YR7/6。釉明緑灰色5G8/1。

A:2mm以下の石英・長石粒及び金雲母微粒を含
む。B:良好。C:外面にぶい黄橙色10YR7/4、内面
灰黄褐色10YR6/2～にぶい橙色7.5YR6/4。
A:微細な白色砂粒、金雲母微粒を少量含
む。B:良好。C:内外面にぶい橙5YR7/4～灰
黄褐色10YR6/2。
A:精良、微細な白色砂粒、金雲母微粒及び、
赤褐色粒子をわずかに含む。B:良好。C:橙
色7.5YR7/6～にぶい黄橙10YR7/3。

A:金雲母を多く含む。B:良好。C:灰黄褐色
10YR6/2。

A:φ1mm以下の石英・長石粒及び金雲母微
粒・赤褐色粒子をわずかに含む。　B:良好。
C:7.5YR7/4にぶい橙。
A:やや砂っぽく、粗い。B:良好。C:胎土にぶい
橙色7.5YR6/4、一部灰黄褐色10YR5/2。釉
灰オリーブ5Y5/3の上に明青灰色5B7/1。
A:0.5mm以下の石英・長石粒及び金雲母微
粒をわずかに含む。B:良好。　C:にぶい黄
橙10YR7/3～.にぶい橙5YR7/4。

体部内外面回転ナデ。底部外
面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部内
面強い不定方向のナデ。底部
外面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部外
面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部外
面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部内
面強い不定方向のナデ。底部
外面糸切り。
体部内外面回転ナデ。底部内
面強い不定方向のナデ。底部
外面糸切り。
体部内外面回転ナデ。底部内
面強い不定方向のナデ。底部
外面糸切り。
体部内外面回転ナデ。底部内
面強い不定方向のナデ。底部
外面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部内
面強い不定方向のナデ。

口縁部回転ナデ、体部外面ナ
デ。体部内面不定方向の板ナ
デ。

錆び膨れをしている。刀身部
の断面は台形を呈すか。

両端部欠損。

錆び膨れ激しい。

底部外面を除き、回転ナデ。底
部外面糸切り。

内面摩滅のため調整不明。

内面・外面回転ナデ。高台は
削り出し。低い。体部下半露
胎。高台畳付砂目。

器面全体に透明釉で施釉。体
部外面に染付文（花）を施す。

内面ナデ。外面突帯約1㎝下
よりナデ、他は回転ナデ。

内面～外面口縁部下回転ナデ。外
面残存下部ハケメのちナデ。片口部
は内外面とも回転ナデ後押し出し。

口縁部外面に二重圏線文、内
面に圏線文を染付けている。

外縁部を打欠く。内面回転ナ
デ。外面施釉。内面露胎。

表面を内側にして二枚の古銭が引っ付
いている。うち一枚は外反している。杭4
付近出土の古銭に比べ、薄く、小さい。

内外面とも指オサエ･ナデ。

体部内外面回転ナデ。底部外
面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部外
面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部内
面強いナデ。底部外面糸切り。

体部内外面回転ナデ。底部外
面糸切りか？

内面回転ナデ。体部外面回転
ヘラケズリ。高台削り出し。高
台畳付に砂目3ヶ所あり。

底部外面以外は回転ナデ。底
部外面糸切り。

①（9.0）②（1.1）
③（7.2）

①8.6～8.9②0.8
③7.0

①（9.2）②（1.55）
③（6.6）

①（11.4）②（2.6）
③（6.4）

①（13.0）②（2.8）

①（12.4）②（2.4）

①13.4②2.5
③9.5

①（15.0）②（2.95）
③（10.5）

①（13.8）②（2.4）
③（9.0）

①(33.0)
②8cm以下

残存長4.4、
残存最大幅（1.1）、
残存最大厚（0.5）
残存長7.25、
幅1.9、

厚さ0.4（刀部）
刀身長（7.8）、中子長
（3.8）、切先幅1.3、
切先厚さ0.3

②残存高2.1③4.1

②（2.75）

①13.9②2.8～
2.85、高台径4.7

②残存高2.9

②残存高4.8

①（29.4）
②残存高5.1

①（11.6）
②残存高3.75

①3.8②1.7、ツマミ
径1.15

直径2.3、厚さ0.1

①（12.8）②3.45～
4.3③（7.7）

①（8.5）②1.75
③（6.0）

①（8.3）②1.15
③（6.4）

②残存高1.3
③（6.8）

①（6.1）②1.5
③（3.7）

②残存高1.75、
高台径4.6

②残存高1.3
③（3.7）
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